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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月18日(2014.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに並置された一対の建物柱と、この一対の建物柱を橋絡して互いに並置された一対
の建物梁と、一対の建物柱及び建物梁により規定された建物壁空間に配されていると共に
一対の建物柱を橋絡して互いに並置された一対の横部材と、この一対の横部材間に配され
ていると共に建物壁空間の鉛直面内での水平方向の一対の建物柱の震動を減衰する制震壁
とを具備しており、一対の横部材の夫々の水平方向の一方の端部は、一対の建物柱のうち
の一方の建物柱に軸部材を介して建物壁空間の鉛直面内で回転自在に連結されており、一
対の横部材の夫々の水平方向の他方の端部は、一対の建物柱のうちの他方の建物柱に他の
軸部材を介して建物壁空間の鉛直面内で回転自在に連結されており、制震壁は、水平方向
に伸びる上縁部で一対の横部材のうちの一方の横部材に固定的に連結されて一方の横部材
から垂下すると共に建物壁空間の鉛直面内に配された制動板と、水平方向に伸びる下縁部
で一対の横部材のうちの他方の横部材に固定的に連結されていると共に制動板の外面に対
して内面で隙間をもって当該制動板を受容した箱体と、この箱体に収容されていると共に
該隙間に配された粘性体とを具備しており、当該制震壁は、建物柱の建物壁空間の鉛直面
内での水平方向の震動に起因して一対の横部材を介して生じる箱体に対する制動板の建物
壁空間の鉛直面内での相対的な震動で粘性体に少なくとも粘性剪断を生じさせて一対の建
物柱の建物壁空間の鉛直面内での水平方向の震動を減衰するようになっている制震構造物
。
【請求項２】
　一対の建物梁のうちの一方の建物梁は、一対の横部材のうちの上方に配された横部材に
隣接されて並置されていると共に水平方向の各端部で一対の建物柱に固定的に連結されて
おり、一対の建物梁のうちの他方の建物梁は、一対の横部材のうちの下方に配された横部
材に隣接されて並置されていると共に水平方向の各端部で一対の建物柱に固定的に連結さ
れている請求項１に記載の制震構造物。
【請求項３】
　制動板は、その上縁部で一対の横部材のうちの一方の横部材において他方の建物柱から
一対の建物柱の間の間隔の半分以上離れた部位に固定的に連結されており、箱体は、その
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下縁部で一対の横部材のうちの他方の横部材において他方の建物柱から一対の建物柱の間
の間隔の半分以上離れた部位に固定的に連結されている請求項１又は２に記載の制震構造
物。
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